
学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
 

学位申請者 
 渡辺 友美 

【ライフサイエンス専攻 平成27年度生】 

要         旨 

我が国は、海洋基本法（2007 年7 月施行）及び海洋基本計画（2013

年4 月閣議決定）に基づいて海洋教育を推進しており、海洋立国の将

来を担う人材の育成を目指している。海洋教育では、水族館や博物館

等における展示が果たす役割は大きく、映像展示の充実には、学芸員

等自らが動画を記録し、得られた動画を展示として表すための映像化

の技術が求められている。 

そこで本研究では、水環境の生態学的特性を伝える手法として、映

像を用いた展示作成上の留意点を整理した。すなわち、撮影の留意点

としては、視点場の設定・画角の設定・水環境の指標の記録が重要で

あり、編集の留意点では、シナリオに沿った情報の付加や整理等の必

要があることが示された。加えて、展示内容についての利用者の理解

は、展示空間での映写方法に大きく依存するので、撮影・編集の計画

に先だって視聴機器のデザインを検討することが大切であることも示

された。 

さらに、インタラクティブ性をもつ映像手法は、観覧者のポジティ

ブな感情を維持させることも明らかにした。また、映像ツールや映像

デザインに関しても、評価方法を開発し、その効果を測定した。 

これらの知見や手法を活用し、海洋教育推進のための移動ミュージ

アム「海のめぐみをいただきます！展」を開発し、実際に小学校・中

学校等で展示し、児童生徒に対して海への意識を強く与えることを確

認した 
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